大会決議案と中央委員会報告にもとづく討論の結語

二〇〇二年十一月二十四日

　中央委員会を代表し、結語をおこないます。

　まず最初に、昨夜も夜遅くまで、あるいはほとんど寝ずに発言を準備されたにもかかわらず、発言できなかった方がたくさんいらっしゃいます。みなさんが準備された原稿は、すべて文書発言としてあつかい、この大会の成功に立派に貢献されたものとして、大会決定集にお名前と発言テーマを紹介する措置をとりたいと思います。また、その内容は、中央委員会として、今後の活動にすべて生かしていきたいと思います。

　三日間で四十五人が発言されました。どの発言も、決議案を歓迎し、深める立場からのものでした。まず、討論で深められた点を、三点に整理して述べたいと思います。

　

　第一に、青年の実態との関係で、決議案の方向で民青同盟がおおいにたたかい、活動をひろげ、班と同盟員をふやすことが待たれているということです。

　青年の実態がいかに大変であるかは、討論でもあらためてうきぼりになりました。親の経済状況がたいへんで、迷惑をかけないために明日にも大学をやめようと考えていた学生、三十八度の熱がありながらも誰にもいえずに働いていた看護師、夜十一時、十二時まで仕事をさせられ、眠れない、過労死するかもと不安に思っている青年、四カ月のうちに三回もリストラされた人、やりたいことが見つからない、学校にいく意味があるのかと、はりあいのない日々を送っている高校生…。そういう青年たちに、みんなで要求を実現しようとよびかける民青同盟、いっしょに展望を学んで成長しようとよびかける民青同盟は、いま本当に輝いています。

　同時に、今回の討論の大きな特徴でもあったのは、発言した代議員、評議員のみなさん自身が、いま苦しんでいる青年と同じような体験をしていた時期があった、あるいはまさにいまも苦しんでいる、ということが率直に語られたことでした。他人が信じられず、殻にとじこもり、その苦しさを毎日ケンカをすることでまぎらせようとしていた人、自分自身高校にいく意味がわからず、そんな自分をかえられずに悶々としていた人、おかしいことをおかしいと上司にいったために職場をやめざるをえず、生きる意味を見失っていた人もいました。しかし、みんなそのなかで民青同盟と出会い、一人じゃないと知り、学んで展望をつかみ、生きる希望を見つけて成長してきた。そういう、自分のこれまでの同盟員としての人生をふりかえり、民青同盟で得たものがいかに大きかったかがおおいに交流されました。今回の決議案は、そのように、私たち自身が民青同盟で得てきたものを、日本中すべての青年に、たたかいや学ぶ活動をとおして、また新しい班づくりをとおして、ひろげていこうという提起です。この大切さを、青年がいま深刻な状況のもとで待っているということと同時に、自分たち自身の体験ともむすびつけて代議員、評議員がつかんだということが、たいへん大事だったと思います。

　第二に、そういう青年の実態の深刻さも反映して、民青同盟の活動には、もちろん楽しいことも喜びもたくさんあるけれども、いろんな苦労もあるということが生々しく語られました。働く条件が厳しく、会議は夜遅くからしかできないという話、同盟員自身が生きる希望を見失いそうになっている話、友だちに民青同盟のことを話してみたけどなかなか理解してもらえない、そもそも足をふみだす勇気がどうしてももてなくて落ち込んでしまう、などの声も率直に出されました。しかし、そういうことをのりこえていく力も自分たちにはある、そういう方針を自分たちはいま手にしているということが確認されたのが、今回の大会だったのではないでしょうか。

　日本共産党の市田書記局長は、初日のあいさつで、「時間はかかっても真理は必ず多数になる。我々の苦労は、実る苦労だ」ということをいわれました。それは、いろんな苦労をのりこえながら民青同盟を大きくするためにがんばっている、代議員、評議員のみなさんの発言とも重なり、私たち大会参加者の胸に深くしみとおったと思います。「励まされた」「元気が出た」「大会にきてよかった」ということが、夜、宿舎でもたくさん交流されたようですが、これからみなさんが自分の班や地域、県に戻り、仲間といっしょに、大会決定、報告、討論を学べば、その思いはきっと全国にひろがり、仲間に励ましを与えていくにちがいないと思います。大会決定の徹底に真剣にとりくむことの大切さも、明らかになったのではないでしょうか。

　第三に、まだ一歩ですが、班づくりと同盟拡大で私たちは前進できるし、それが求められていることがうきぼりになったことです。全国の奮闘で、前大会現勢を回復することができました。また、一年間のうちに、百五十をこえる新しい班がつくられました。そしてこの一年の実践をつうじて、さらにここに班をつくりたいという目標が具体的になっているところは、大会中の討論のなかでもかなり決意が交流されましたし、全国にもそういう思いの仲間がたくさんいますので、おそらく数百の規模であるのではないかと思います。そして、県、地域、大学ごとには、着実に年間の拡大数を二倍、三倍にしてきたところもうまれています。ここに、前進できる条件があることがしめされています。

　同時に、このなかで、とくに新しい班づくりの必要性があらためてうきぼりになりました。学生集合班にいる大会代議員の方は、「学校と民青同盟がまったく別物になっていた」けれども、青年の模索にこたえようという決議案の提起をうけて、あらためてそのことに矛盾を感じ、ものすごい葛藤もありながら、友だち五人に民青同盟を紹介して一人を迎え入れた経験を語りました。彼女は、自分自身が音楽の道で食べていけるのか、将来になかなか展望が見えないと語っていました。確かに、そういう具体的な願いにこたえるには、そこにその願いにこたえる民青同盟の活動があることが必要です。そしてそれにとりくむには、やはり集合班ではなく、そこに班があることが必要です。ほかにも、「頭髪検査で百人が帰らされるような、おかしな校則をぜったいにかえたい」「住民のために働きたいという初心の生かせる職場をめざしたい」と決意し、班づくりに足をふみだした経験が報告されました。班をつくるのは、たんに同盟員がそこに三人いればいいという形式的な話ではなく、多くの青年がいろんな苦しみをかかえ、また同盟員自身もいちばん悩みも模索もかかえている場所に、民青同盟の活動を根づかせていくことなんだ、苦しんでいる青年に民青同盟が見えるようにしていくことなんだ、ということが、実感される討論だったのではないでしょうか。

　

　こうした討論もうけて、あらためて決議案にしめされた方針を全面実践していくことの大切さが、明らかになったのではないかと思います。

　

　つづいて、実践していくうえでとくに強調したい点について、四点述べたいと思います。

　第一に、これだけ青年の実態の深刻さが明らかになり、またその大もとにある自民党政治が青年の要求とは絶対に相容れないということが明らかになっただけに、それを絶対にかえるんだという決意をもって、大きなたたかいをおこそうじゃないかということです。平和、雇用、奨学金、そして選挙のとりくみなど、具体的な方針は、決議案と報告で提起されています。病院職員の連名アピールや、高校生の平和のとりくみ、校則をかえる決意、学校では学べないことが学べる「民青高校」、働く青年サポート委員会、選挙では兵庫の「あまがえる」、長野の脱ダムパレードやメールも生かした対話のとりくみなど、たくさんのアイデアも紹介されました。実態の深刻さがあるのですから、要求をかかげてうって出れば、こたえてくれる青年は必ずいます。要求を本気で実現する立場で、数千人、数万人の青年に働きかけるような大きな運動を、民青同盟が先頭にたってまきおこしていこうではありませんか。

　第二に、青年の関心と模索にこたえる新しい運動を日常的にひろげていこうということです。大会では、この運動の実践例も豊かに交流されました。東京のＷ大学からは、各学部、学科の関心にこたえるさまざまな企画を年間つうじてやってきたことが魅力的にうつり、多くの新入生を仲間に迎えたことが報告されました。ほかにも、「アートクリエイツピースというサークルで、自分の専門である美術と平和のつながりを考えている」「大学をこえた新歓実行委員会の活動をつうじて、民青同盟が自分にとって面白く大切な場になった」「おもしろ学問研究会というサークルをつくって関心のあるテーマでの学習会やシンポジウムにとりくみ、すぐにこたえられない問題は班会議に持ち帰って学び、またサークルにその成果を返すことで、サークルの仲間から『師匠』と呼ばれた」「高校生の願いにこたえる勉強会や講座に、年間つうじていっかんしてとりくんできた」など、たくさんの発言がありました。この分野での活動は、この一年間や大会決議案発表後の努力のなかで、明らかに前進してきていると思います。これを、本当に全班、全地域の日常的な運動にしていき、未来への展望や生きる希望をつかむ青年を、たくさんうみだしていきましょう。

　同時に、そうした展望をひろげていくためにも、同盟員自身がよく学び、「科学の目」をつかむことが求められています。昨日の夜の宿舎での感想交流で、ある高校生評議員の方は、「自分はまだ『科学の目』ってよくわからない。でも、それがキーワードだということがわかった」と言われていたそうです。そこにカギがあるということが、私たちみんなの実感にもなったのではないでしょうか。大会決議案や報告でも強調されている同盟内の学習を、つよめていこうではありませんか。

　第三に、新しい班づくりに、ぜひとも挑戦していこうということです。これは決して何の苦労もなくできることではありません。班をつくるためには、自分が生活している場所で、日ごろ、いっしょに学んだり、働いたりしている青年に、自分が同盟員であることをいわなければいけない。発言でも、「最初は民青ということはいえなかった」という話もあったように、すごく勇気がいることだと思います。でも、討論で、その殻をやぶった人たちは、民青同盟に出会って自分が成長したという実感、「科学の目」をつかんで展望をもてたという感動を土台に、一歩ふみだして、その拡大という行為をつうじても同盟員として成長していました。そういう一歩がたくさんふみだされることが、多くの青年に希望をひろげることになる。まさに、自分の成長とまわりの人の幸せが一体となるのが、新しい班づくりだと思います。県や地域で、互いに励ましあいながら、この苦労の先にある喜びをみんなでつかんでいこうではありませんか。

　そういう新しい班づくりをすすめるためにも、同盟員が働き、学び、生活する場で、要求実現のとりくみ、関心や模索にこたえる活動にとりくんでいきましょう。難しくせず、そこの青年に関心のある問題、切実な問題でうってでて、民青同盟が本当にみんなの願いや模索にこたえられる場所なんだということをしめしながら、仲間に迎え入れていきましょう。

　第四に、同盟拡大の日常的な追求を本当に大事にしていこうということです。福井の代議員は、「魅力的な活動をやっていても、自然には大きくならない。班や県で、くり返し拡大について討議し、ピースライブなどでむすびついた青年たちに働きかけ、仲間に迎えてきた」と語りました。京都・Ｒ大学の代議員は、学費や就職難の問題で苦しむ学生に「科学の目」の力で解決の展望を知らせ、そうした悩みを根本から解決するために社会をかえる役割をもつ民青同盟を、全学生の一％の大きさに前進させるんだという目標にこだわり、節目標も決め、毎月こだわって仲間を迎えてきたこと、班から様々な疑問が出たときも、それにこたえる議論を徹底しておこなったことを紹介しました。前進をきずいた組織に共通していたこうした努力、同盟拡大への真剣な思いに学び、全国でこの方向で活動をつよめていこうではありませんか。

　なお、この大会期間中も、代議員、評議員のみなさんの奮闘と現地の仲間の奮闘によって同盟拡大での奮闘がおこなわれ、期間中に新たにちょうど百人の仲間を迎え、二万二千の峰を突破して前進するなかで大会を終えることができました。みずからの決めた目標に真剣に挑戦しぬいたみなさんのがんばり、また勇気をもって一歩をふみだした仲間たちのがんばりに、心から敬意を表したいと思います。

　さいごになりますが、いま青年は、そして、青年を苦しめる自民党政治がゆきづまるなかで、日本の歴史そのものが、民青同盟の前進をもとめています。大会決定に常に立ち返り、地に足をつけ、青年とともに前進、成長していこうではありませんか。

　以上をもって、結語とします。
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